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58 Nijyou-jyo Castle Momoyama~Edo Period   Kyoto City nakagyoku Tel：075－841－0096 

 

  江戸初期の作であるが、家康の屋敷に作った庭であるため、桃山時代の雰囲気が全体にみなぎっている。天下人の庭は

広く且つ豪華で、ぎっしりと詰まった石組で一分のスキもなく、息がつまりそうである。護岸となる石も二重三重に組まれてい

るので、このような圧迫感のある庭になるのであろうが、以降このような迫力のある庭は出現しない。尚現状の庭は後水尾天

皇を迎えるために小堀遠州が１６２４年に改修したものである。 

見る位置は大別すると三ヶ所ある 

行幸御殿跡からの景色：入園して最初に飛び込んでくる景色である。しかし本当は石垣の奥にあった行幸御殿跡 

から見るように改修されたものである。是非こちらからも拝観できるようにして欲しい。 

大広間から前からの景色：広い空間にぎっしりと巨石が詰まっている。左側より蓬莱山、亀島、滝がある。 

黒書院よりの景色：この位置からは蓬莱山を背負った亀島が横からはっきりと見える。また、そこから架かる橋が三 

重に連なっていて絢爛豪華極まりない。これぞ桃山文化というべきか。 

行幸御殿跡付近からの景色：左奥に大石橋（本来は木橋）、中央に鶴島、右奥に石橋 、手前左は巨大な舟石 

大広間前からの景色：出島（豪華な三重護岸）越しに亀島（左）と滝があり豪華絢爛この上なし 
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黒書院よりの景色：亀島が蓬莱山を背負っている典型的な例であるが、中央の富士山型の石組は鶴島と見立てられる 

亀島（右手前）や蓬莱山に架かる三橋は神仙島がもはや聖域ではなくなったことを示している。 
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